



























“Early Childhood Education Expression Skills（Music 1）”
―on Music Reading Ⅱ―
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表４－２　対象者14名の読譜力調査の結果（ヘ音記号）
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たものの、「見てすぐ読める」の回答があまり増えていない。また、対象者ＦとＨが指導前には「見
てすぐ読める」と回答していた①、③、④のブロックにおいて、指導後は「考えれば読める」
という回答に変更している点は非常に興味深い。ヘ音記号の読譜について重点的に指導を行っ
たにもかかわらず、ヘ音記号だけでなくト音記号の読譜に対する意識にも変化が生じている。
　また同時に、マンツーマンの読譜指導に関するアンケートも実施した。アンケートの内容と
回答を表６に示す。
④および⑥の設問は記述回答としたため、以下に記しておく。
表５　指導前と指導後の比較
表６　マンツーマンの読譜指導に関するアンケートと回答結果
①　読譜力（音符を読む力）について教えてください。
　　すでに充分、音符を読むことができる　（０名）
　　ある程度は音符を読むことができる　　（13名）
　　ほとんど音符を読むことができない　　（０名）
②　この取り組みは読譜力を身につけるために役に立ちましたか。
　　役に立った　　　　　　　（13名）　　少し役に立った　　　　（０名）
　　あまり役に立たなかった　（０名）　　全く役に立たなかった　（０名）
③　この取り組みによって、読譜に対する意識は変わりましたか。
　　強く意識するようになった（８名）　　少し意識するようになった　（５名）
　　変わらなかった　　　　　（０名）
④　読譜について、この取り組みのほかに自分で何か努力しましたか。
　　はい　（５名）　　いいえ　（８名）
⑤　今後、読譜力を身につけるために、自分で努力を続けていく意欲を持っていますか。
　　はい　（13名）　　いいえ　（０名）
⑥　この取り組みのほかに、読譜に関して行ってほしかったことがあれば書いてください。
　　記入　（２名）　　無記入　（11名）
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④　・家でプリントの復習をした
　　・ピアノを弾いて覚えるようにした
　　・復習としてプリントを見た
　　・バイエルを読む
　　・習っている楽譜をできるだけ読むようにしている
⑥　・早く読めるようになって良かった
　　・移調
　⑥の回答に「移調」が挙げられているが、このアンケートを実施した時期に音楽理論の授業
では移調を扱っていた。読譜を苦手としている学生の多くはピアノ演奏技術や音楽理論に対し
ても同様に苦手意識を抱いている場合が多い。そのため、音楽理論の個別指導も受けたいとい
う希望から出た回答ではないかと考えられる。
４、考察
　今年度、「読譜２」として実施した読譜に関する取り組みは、平成22年度実施の「読譜１」
の指導内容を参考として行ったため、その指導方法や成果を基として指導計画を立てたうえで
行うことができた。
　まず音楽関連のアンケート調査は、読譜に対する意識についてより正確な回答を得られるよ
うにするために、読譜問題を解答させた後に実施した。アンケートの内容も読譜についての設
問を増やしてさらに詳しく調査を行っている。その結果、平成22年度と比較するとト音記号、
ヘ音記号共に、五線内の音域では「考えれば読める」と回答した学生の割合が減少し、「見て
すぐ読める」と「読めない」の割合が増加した。これは、読譜問題を解くことによって、自身
の読譜力についてある程度認識したうえでアンケートに回答することができ、曖昧な回答を選
択する学生が減ったためではないかと推察できる。そして、ヘ音記号の読譜を苦手としている
学生が非常に多く、実際の読譜力もト音記号に比べてヘ音記号の方が劣るという問題が明らか
となった。こうした結果も踏まえて「読譜２」の指導に取り組んだ。
　「読譜２」では平成22年度と同様に、ピアノ個人レッスンと音楽理論の授業で行う指導と並
行して、対象となる学生を絞って行うマンツーマンの指導を実施した。ヘ音記号に対する苦手
意識や読譜力の低い傾向は、平成22年度の取り組みの中でも如実に表れており、ト音記号の読
譜は比較的短期間で習得できるのに対して、ヘ音記号の読譜は読み間違えが目立つ、読譜に時
間がかかる、ト音記号と混同してしまう等、対象となった学生たちは苦戦している様子であっ
た。後期開講の「保育表現技術（音楽２）」の授業では、こどもの歌の弾き歌いやコード伴奏
に取り組むため、ト音記号、ヘ音記号共にある程度の読譜力が身についている必要があり、ヘ
音記号の読譜力が著しく低い状態であることは学生にとって躓きの原因となる。そのため、早
い段階でヘ音記号もト音記号と同等の読譜力を習得させておく必要があるのではないかと考
え、今年度はト音記号から順に学習していくのではなく、ヘ音記号の読譜に重点を置いた指導
内容とした。急ぎ足の感は否めないが、それでもヘ音記号だけでなく、ト音記号の読譜力も向
上しているという結果が得られたことは大きな成果であったと言える。
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　また対象となった学生たちは、それぞれの能力や進度に合わせたマンツーマンの指導を受け
た後、ようやく自身の読譜力について的確に認識できるようになったのではないかと考えられ
る。その一つの表れとして、アンケートの回答結果（表５）からも明らかであるように、指導後、
「見てすぐ読める」と回答する学生が期待していたほどには増加しなかった。加線を使って表
した音域では、減少しているブロックもある。指導中は対象となる学生それぞれに、苦手な部
分や不安なことを尋ねるようにしていたが、「ヘ音記号が苦手」、「加線が増えると読みにくい」、
「加線の部分は数えないと読めない」といった声が多く聞かれた。対象となった学生たちは、
読譜について取り組んでいく中で問題点を含めた自身の実力を把握することができ、同時に読
譜に対する意識も高めていったのではないだろうか。
　読譜を苦手とする学生の多くは、読譜練習のテキストにピアノ個人レッスンの課題の１つと
して出されているバイエル教則本を用いている。しかし、曲を習得するための１つの過程とし
て行っているに過ぎず、幾度も楽譜を見て繰り返し音符を読むというわけではないようである。
そのため、「暗譜」ではなく、俗に言う「丸暗記」をしてしまっている。その後は読譜のため
に改めて楽譜を見るより、「丸暗記」した状態でできるだけ間違えないように演奏するという
方向に集中し、あまり楽譜を見ないで演奏してしまっているのではないかと思われる。バイエ
ル教則本は、読譜を苦手とする学生にとっては演奏することも非常に高度で難しいテキストで
ある。ましてや読譜の訓練に用いるのであれば、読譜練習のためにも効果的な活用方法を指導
していかなくてはならない。
５、結語
　緒言でも述べたように、本学科では、楽譜に対する学生の意識を高めて読譜力を育成してい
くことを指導目標の１つに掲げ、これまで一貫して取り組んできた。平成22年度に初めての試
みとして取り組んだマンツーマンの読譜指導は、その指導内容や成果を拠り所として今年度も
実施した。
　まず、音符を読めないと意識している学生と音符を読むことが苦手な学生のどちらも指導の
対象から外れてしまうことがないように、対象となる学生の選出方法を改善した。今回は個別
指導が必要だと考えられる学生ばかりを対象とすることができたので、来年度以降も同じ方法
で対象となる学生を絞っていくこととしたい。
　指導内容は、短い期間の中で効率的に学習できるようにするために、ヘ音記号に重点を置い
た構成とした結果、全12回の取り組み終了後にはヘ音記号だけでなくト音記号の読譜力にも向
上が見られた。集中的にヘ音記号の読譜を学ぶことによって、ヘ音記号の音符を読む力を習得
できるだけでなく、身につけた読譜方法をト音記号の音符の場合にも応用させることができた
ためではないかと考えられる。しかし、取り組みが終了した後でも対象となった学生たちは自
身の読譜力を、特に加線を使って表した音域について、ト音記号、ヘ音記号共に「見てすぐ読
める」と回答できるまでには至っていないと考えているようである。常に正確に読めるという
段階までは達していないものの、対象となった学生たちの読譜力と読譜に対する意識にはかな
りの向上が見られたので、この指導内容を活かし、さらに効率的で効果的な指導方法を思案し
ながら今後の指導を行うようにする。
　平成20年度から行っている期間・方法を統一した読譜指導は、これまで授業の終了と共に一
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応の区切りとしてきたが、今年度は後期開講の「保育表現技術（音楽２）」の授業の中でも引
き続き取り組み、学生の読譜に対する意識をさらに高めていきたい。授業ではこどもの歌を教
材として弾き歌いを学習していくが、右手の歌唱旋律でト音記号の読譜力を、左手のコード伴
奏等でヘ音記号の読譜力を向上させていくような指導を計画している。マンツーマンでの指導
は行わないが、授業の中で読譜に対する意識を持ち続けられるように導き、学生一人ひとりの
努力に期待したい。
　来年度以降も読譜指導は継続して取り組む予定であるが、加線を使って表した音域に対する
抵抗を軽減し、かつ効果的な指導方法を模索していく必要がある。また、加線を使って表した
音域について、五線より上か下かで学生の意識はどのように変わるのか平成22年度実施の「読
譜１」でも問題として取り上げたが、この問題はさらに複数年度分の調査結果を得た後に総合
的に判断できるのではないかと考えている。
　本学科の学生たちは保育者という明確な目標を持って学習しているが、保育現場で求められ
る音楽的な実践力や応用力を身につけるために必要なことの１つとして読譜力が挙げられる。
まず、敏速且つ正確に楽譜を読み取ることから始まり、次に曲全体の理解へと進み、それが将
来的には豊かな表現力へと繋がっていくものである。そして、保育者の豊かな感性は子どもた
ちへと伝わっていく。従って、読譜力を身につけることは必要不可欠な問題であると言っても
過言ではない。本研究で得た結果を参考として、今後の読譜指導を含む音楽全般の指導内容を
検討したいと考えている。
注
１）短期大学部保育学科２年生を対象とした選択科目である。平成23年度のみ、旧カリキュラムの科目名「基
礎技能（音楽３）」として開講した。
２）平成22年度実施のアンケート調査の詳細は「第57号」を参照していただきたい。
３）平成22年度実施の指導内容の詳細は「第57号」を参照していただきたい。

